
資料2－2  

インドキサカルブ（案）  

1．品目名：インドキサカルブ（Indoxacarb）  

2．用途：殺虫剤  

オキサダイアジン系の殺虫剤であり、昆虫の神経軸索に作用し、神経膜のN占＋チャ   

ネル活性を阻害することにより作用する。  

3一 化学名：  

methyl（1針N［7－Chloro－2，3，4a，5－tetrahydro－4a－（methoxycarbonyl）indeno   

【1，2－d［1，3，4］oxadiazin－2－ylcarbonyl］－4’－（trifluoromethoxy）carbanilate（IUPAC）  

indeno【1，2－d［1，3，4］oxadiazine－4a（3周一Carboxylicacid，7－Chloro－2，5－dihydro－2－  

【【（methoxycarbonyl）【4－（trifluoromethoxy）phenyl］amino］carbonyl］－，methyl  

ester，（4aぷ）－（9CI）（CAS）  

（注）本化合物には2種類の光学異性体が存在するが、ISO一般名で「インドキサカルブ」  

という場合にはS体のみを示している。R体の一般名は申請されておらず、日本におい  

て開発された本化合物のラセミ体は、S体と区別するために「インドキサカルブMP」  

とされた。また、今回新たに登録申請が行われた「インドキサカルブ」は、S体とR体  

の比率が約75：25の化合物である。なお、2種の光学異性体のうち、S体が殺虫活  

性を有するのに対し、R体は殺虫活性はない。  

4．構造式及び物性  

O COOCHユ  

分子式  

分子量  

水溶解度  

分配係数  

C22H1707N3F3C1  
527．8  

0．20mg／L（25℃）  

logl。Pow＝4．65（25℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

（1）10．0％インドキサカルブMP水和剤  

インドキ  
本剤の  

使用  サカルプ  
作物名   適用病害虫名   希釈倍数   使用液量  使用時期   使用  MPを含む  

方法  
農薬の総  回数  
使用回数   

コナガ  
1000～2000倍   

アオムシ  

キャベツ  
ヨトウムシ  

ハスモンヨトウ  
2000倍   

タマナギンクワバ  
収穫7日  

前まで   
ハイヤダラノメイガ  

コナガ  
1000～2000倍  

はくさい  アオムシ  

ヨトウムシ   2000倍   

コナガ  
100～300  

だいこん  アオムシ   
L／10a  前まで  

散布   

ヨトウムシ   2000倍   

ブロッコリー   
コナガ  

1000～2000倍  
アオムシ  

収穫14日  

前まで   2回  
ねぎ   シロイチモジョトウ   1000倍   

2回  

いちご   ハスモンヨトウ   
以内  以内  

なす  ハスモンヨトウ  収穫前日  

トマト  オオタバコガ   まで  

ピーマン   オオタバコガ   2000倍  

ヨトウムシ  

レタス  ハスモンヨトウ  
収穫7日  

オオタバコガ  
前まで   

800  
無人ヘリコ  

8～16倍  
mL／10a   

ブタ一によ  
だいず   

ハスモンヨトウ  
る散布  

2000倍   

えだまめ   収穫7日  

てんさい   ヨトウムシ   前まで           100～300  

ハスモンヨトウ  L／10a  
散布  

かんしょ  
ナカジロシタバ   

2000倍   
ハスモンヨトウ  

しょうが  
3回  

3回以内   
アワノメイガ  以内  
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（2）5．0％インドキサカルブ水和剤  

本剤の  インドキサ  

作物名   適用病害虫名   希釈倍数   使用液量   
使用  

使用  
使用  カルブを  

時期  方法  含む農薬の  
回数  総使用回数   

コナガ  

アオムシ   

キャベツ  
ヨトウムシ  

ハスモンヨトウ  

タマナギンウワバ  
収穫7日  

前まで   
ハイマダラノメイガ   

コナガ  
2000倍   

はくさい  アオムシ  

ヨトウムシ   

コナガ  

だいこん  アオムシ  
収穫21  

目前まで  
ヨトウムシ   

150～300  

ブロッコリー   
コナガ  

L／10a  2回  
アオムシ  

以内   
散布   2回以内  

ねぎ   シロイチモジョトウ   1000倍   

いちご   ハスモンヨトウ   

なす  ハスモンヨトウ  収穫前目  

トマト  オオタバコガ   まで  

ピーマン   オオタバコガ   

ハスモンヨトウ  
レタス  

オオタバコガ  
2000倍  

だいず  
ハスモンヨトウ   

えだまめ  収穫7日  

ハスモンヨトウ  前まで  
かんしょ  

ナカジロシタバ   

100～300  
さといも   ハスモンヨトウ  

L／10a   

6．作物残留試験結果  

（1）分析の概要   

（∋分析対象の化合物  

・メチル＝（訃雄一［7－クロロー2，3，4a，5－テトラヒドロー4a－（メトキシカルポニル）  

インデノ［1，2－e］［1，3，4］オキサジアジンー2－イルカルポニルト4，－（トリフル  

オロメトキシ）カルバニラート （以下、S体という。）  

・メチル＝（β－ル［7－クロロー2，3，4a，5－テトラヒドロー4a－（メトキシカルポニル）  

インデノ［1，2－e］［1，3，4］オキサジアジンー2－イルカルポニル］－4，－（トリフル  
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オロメトキシ）カルバニラート （以下、R体という。）  

②分析法の概要  

試料をメタノール・水を用いて抽出し、塩化ナトリウム水溶液を加え、ヘキサ   

ン・酢酸エチル混液（1：1）を用いて分配抽出を行う。得られた試料をフロリジル   

カラム及びシリカゲルカラムで精製し、高速液体クロマトグラフ（HPLC）により   

定量する。  

HPLC分析にはキラル分析用カラムを用い、各親化合物（インドキサカルブMP  

又はインドキサカルブ）を、S体とR体とに分離して定量し、その合計を各親化  

合物の残留値とした。  

定量限界：0．005～0．01ppm  

（2）作物残留試験結果   

①だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

1000倍希釈液を2回散布（200L，130～150L／10a）したところ、散布後21日の最  

大残留量注1）はく0．01、く0．01ppmであった。  

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの   

1000倍希釈液を2回散布（200L，130～150L／10a）したところ、散布後21日の最大  

残留量は1．85、1．03ppmであった。  

②キャベツ   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

1000倍希釈液を2回散布（200L，300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残  

留量は0．40、0．45ppmであった。  

③かんしょ   

かんしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

2000倍希釈液を2回散布（200L，150L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量はく0．01、く0．01ppmであった。  

④てんさい   

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

ノ♂ββ倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量はく0．01、く0．01ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われて  

いない。注2）  

⑤いちご  
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いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2000  

倍希釈液を計2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7 日の最大残留量は  

0．31、0．23ppmであった。  

⑥トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2000  

倍希釈液を計2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7 日の最大残留量は  

0．10、0．17ppmであった。  

⑦なす   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの2000  

倍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．05、  

0．17ppmであった。  

⑧ねぎ   

ねぎ（菓ねぎ）（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブ  

ルの1000倍希釈液を計2回散布（150L／10a）したところ、散布後14～30日の最大  

残留量は0．40、0．72ppmであった。   

ねぎ（根探ねぎ）（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロア  

ブルの1000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後14～30日の最大  

残留量は0．62、0．09ppmであった。  

⑨ピーマン   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

2000倍希釈液をを2回散布（180L，202～224L／10a）したところ、散布後1～7日の  

最大残留量は0．33、0．35ppmであった。  

⑩ブロッコリー   

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブル  

の1000倍希釈液を2回散布（174～200L，200L／10a）したところ、散布後14～21日  

の最大残留量は0．02、0．05ppmであった。  

⑪レタス   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルのノ♂ββ  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．67  

ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルの2000  

倍希釈液（200L／10a）を2回散布したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．25  

ー5－   



ppmであった。   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルのノクク♂  

倍希釈液（200L／10a）を2回散布したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．20  

ppmであった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、10％フロアブルの2000  

倍希釈液（200L／10a）を2回散布したところ、散布後7～21日の最大残留量は0．05  

ppmであった。  

⑫はくさい   

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

1000倍希釈液を2回散布（150L，200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残  

留量は0．20、0．57ppmであった。   

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

1000希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

0．10、0．08ppmであった。  

⑬えだまめ   

えだまめ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

2000倍希釈液を計2回散布（150L，200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大  

残留量は0．38、0．30ppmであった。  

⑭だいず   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアプルの  

2000倍希釈液を計2回散布（150L，200L／10a）したところ、散布後7～21日の最  

大残留量は、0．01、0．03ppmであった。   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

8倍希釈液を計2回無人ヘリコプター散布（0．8L／10a）したところ、散布後7～21  

日の最大残留量は、0．02、0．06ppmであった。   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％フロアブルの  

8倍希釈液を計2回無人ヘリコプター散布（0．8L／10a）したところ、散布後7～21  

日の最大残留量は、く0．02、0．03ppmであった。  

⑮しょうが   

しょうが（根茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％フロアブルの  

2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、処理後7～21日の最大残留量は  
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く0．01、く0．01ppmであった。  

⑯さといも  

さといも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 5％水和剤の2000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、処理後7～21日の最大残留量はく0．01、  

く0．01ppmであった。   

これらの試験結果の概要については、別紙1－1、海外で実施された作物残留試験  

成績の結果の概要については、別紙1－2を参照。  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期  

間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、  

それぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない  

条件を斜体で示した。  

7．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、  

平成17年11月8日付け厚生労働省発食安第1108003号及び同法第24条第2  

項の規定に基づき、平成18年7月18日付け厚生労働省発食安第0718034号に   

より食品安全委員会あて意見を求めたインドキサカルブに係る食品健康影響評価につい  

て、以下のとおり評価されている。  

無毒性量：1．04mg／kg体重／day  

（動物種）  ラット  

（投与方法）  混餌  

（試験の種類）  慢性毒性／発がん性併合試験  

（期間）  2年間  

安全係数：200  

AD  

8．諸外国における状況   

2005年にJMPR における毒性評価が行われ、ADIが設定されている。国際基準は   

大豆、キャベツ等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調   

査した結果、米国においてばれいしょ、おうとう等に、EUにおいて仁果果実類、う   

り科野菜等に、オーストラリアにおいて豆類、仁果果実等に、ニュージー ランドにお   

いてレタス、ぶどう等に基準値が設定されている。  
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9．基準値案  

（1）残留の規制対象  

インドキサカルブ（S体とR体の和とする。）   

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価対  
象物質としてインドキサカルブ（親化合物のみ）を設定している。  

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のインドキサカルブが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基   

づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量（推定1日摂取量（EDI））のADI   

に対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、 加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  

EDI／ADI（％）注）   

国民平均   38．1   

幼小児（1～6歳）   70．9   

妊婦   30．9   

高齢者（65歳以上）   40．7   

注）作物残留試験成績がある食品についてはEDI試算、  

それ以外の食品についてはTMDI試算（基準値案×摂取量）  

を行った。   

なお、高齢者については畜産物、妊婦については家きんの  

卵類の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考と  

した。  

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品   

一般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今   
般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

インドキサカルブ作物残留試験一覧表  

農作物  試験圃 場数   
試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法  回数  経過日数   【インドキサカルプ】  

だいこん   1000倍散布   圃場Aニく0．01   

（根部）  2  10％フロアプル    三回   塑日  

だいこん   1000倍散布   

（葉部）  2  10％フロアプル    之回   之と日  圃場A：1．85  
キャベツ   

2  10％フロアプル   1000倍散布   
圃場A：0．40   

（菓球）  
200L，300L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：0．45   

かんしょ   
2  10％フロアプ′レ   

2000倍散布   圃場A：く0．01   

（塊茎）  
200L，150L／10a  星回  ヱ，14日  

圃場B：く0．01   

てんさい   2  10％フロアプル   1000倍散布   2回  7，14日   
圃場A：く0．01（2回、7日）（＃）   

（根部）  
200L／10a  圃場B：く0．01（2回、7日）（＃）   

いちご   
2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：0．31   

（果実）  
200L／10a  三回  土，3，7日  

圃場B：0．23   

トマト   2  10％フロアプ／レ   2000倍散布   圃場A：0．10   

（果実）  
300L／10a  呈回  ム3，7日  

圃場B：0．17   

なす   2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：0．05   

（果実）  
250L／10a  三回  土，3，7日  

圃場B：0．17   

ねぎ（葉ねぎ）  1000倍散布  上皇，21，28日  圃場A：0．40  三回  
（茎葉）   150L／10a  土4，21，30日  圃場B：0．72   

ねぎ（根深ねぎ）  2  10％フロアプル   1000倍散布   圃場A：0．62   

（茎葉）  
150L／10a  呈回  上皇，21，30日  

圃場B：0．09   

ピーマン   2000倍散布   圃場A：0．33   

（果実）  

2  10％フロアプル    呈回  ム3，7日        180L，202～224L／10a  
圃場B：0．35（2回、3日）   

ブロッコリー   1000倍散布   圃場A：0．02   

（花膏）  2  10％フロアプル    呈回  上皇，21日        174～200L，200L／10a  圃場B：0．05   

レタス  ロ  10％フロアプル   1000倍散布  2回  7，14，21日   
圃場A：0．67（2回、7日）（＃）   

（茎葉）  
200L／10a  

レタス  
ロ  10％フロアプル   2000倍散布  圃場A：0．25   

（茎葉）  
200L／10a   呈回  ヱ，14，21日  

レタス  
ロ  10％フロアプル   1000倍散布  2回  7，14，21日   

圃場A：0．20（2回、7日）（＃）   

（茎葉）  
200L／10a  

レタス  
10％フロアプ／レ   2000倍散布  圃場A：0．05   

（茎葉）   
200L／10a   呈回  ヱ，14，21日  

はくさい   
2  10％フロアプル   1000倍散布   

圃場A：0．20   

（茎葉）  
150L，200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：0．57   

はくさい   2  10％フロアプル   1000倍散布   圃場A：0．10   

（茎葉）  
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：0．08   

えだまめ   2000倍散布   圃場A：0．38（2回、14日）   

（さや）  

2  10％フロアプル  150L，200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  
圃場B：0．30   

だいず   
2  10％フロアプル   2000倍散布   圃場A：0．01   

（乾燥子実）  
150L，200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：0．03   

だいず   
2  10％フロアプル   8倍無人ヘリコブタ一散布  呈回  ヱ，14，21日   圃場A：0．02   

（乾燥子実）  
0．8L／10a  開場B：0．06   

だいず   
2  10％フロアプル   

圃場A：く0．02   

（乾燥子実）  
8倍無人ヘリコアタ一散布  呈回  ヱ，14，21日        0 ．8L／10a  圃場B：0．03   

しょうが   2000倍散布   圃場A二〈0．01   
2  10％フロアブル  

（根茎）  
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：く0．01   

さといも   
2   5％水和剤   

2000倍散布   圃場A：〈0．01   

（塊茎）  
200L／10a  呈回  ヱ，14，21日  

圃場B：く0．01   

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙1【2）  

インドキサカルブ海外作物残留試験一覧表  

農作物   試験圃  
試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用量・使用方法   回数  経過日数   【インドキサカルプ】  

小豆  28日  圃場A  
2  150g／Lフロアプル   0．060kgai／ha散布   1回  

（乾燥子実）  25日  圃場B  

圃場A：0．02  

ひよこ豆  28日   圃場B：0．13  
4  150g／Lフロアプル   0．045kgai／ha散布   1回  

（乾燥子実）  圃場C：0．02  

29日  圃場D：く0．01   

開場A：0．02  
リョクトウ  
（乾燥子実）   

4  150g／Lフロアプル   0．060kgai／ha散布   1回   28日   圃場B：く0．01  

圃場C：く0．01   

圃場A：0，005  

圃場B：0，006  

圃場C：く0．003  

圃場D：く0．003  

圃場E：0．005  

圃場F：く0．003  

圃場G：く0．007  

圃場H：く0．003  
ばれいしょ  

（塊茎）   

17  30％顆粒水和剤   0．15kgai／ha散布   4回   7日          圃場Ⅰ：0．003  

圃場J：0．011  

圃場K：く0．003  

圃場L：0．003  

圃場M：く0．003  

圃場N：0．003  

圃場0：く0．003  

圃場P：く0．003  

圃場Q：く0．003   

圃場A：2．3  

圃場B：2．5  

圃場C：0．61  

圃場D：2．7  

レタス  
（外葉あり）   

9  30％顆粒水和剤   0．12kgai／ha散布   4回   3日      圃場E：1．8  

圃場F：3．8  

圃場G：4．0  

圃場H：3．2  

圃場Ⅰ  

圃場A  〇  

〇  

8  

圃場D：0．19  
レタス  

（外菜なし）   
9  30％顆粒水和剤   0．12kgai／ha散布   4回   3日                                 圃場E：0．054  

圃場F：0．070  

圃場G：0．41  

圃場H：0．185  

圃場Ⅰ：0．93   

圃場A：1．2  

圃場B：3．4  

レタス  
（外葉あり）   〇  30％顆粒水和剤   0．06651b／acre散布   4回   3日  

圃場E  

圃場A  

レタス  
（外葉なし）   5  30％顆粒水和剤   0．06651b／acre散布   4回   3日  

－10－   



農作物   試験圃  試験条件  

場数  
最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法   回数  経過日数   【インドキサカルプ】  

圃場A：8．4  

リーフレタス  
（茎葉）   9  30％顆粒水和剤   0．12kgai／ha散布   4回   3日  

圃場Ⅰニ2．8   

圃場A：5．9  

リーフレタス  
4  30％顆粒水和剤   0．06651b／acre散布   4回   

圃場B：13  
（茎葉）  

3日  

圃場  

圃場  

キャベツ   6  30％顆粒水和剤   0．075kgai／ha散布   
4回   

3日                      圃場C●19   

（外葉あり）  （270L／ha）  （フセミ）  
圃場D：1．3  

4日  圃場F：4．0   

圃場A  

9  

キャベツ   6  30％顆粒水和剤   0．075kgai／ha散布   
4回   

3日                      圃場C：0043   

（外某なし）  （フセミ）   （270L／ha）  
圃場D：0．16  

6  

4日  圃場F  

圃場A：0．34  

キャベツ   4  30％顆粒水和剤   0，075kgai／ha散布   
4回   （外菓あり）  （3S＋lR）   

3日  
（440，310，355，420L／ha）  

圃場D：0．38   

圃場A：0．034  

キャベツ   4  30％顆粒水和剤   0．075kgai／ha散布   圃場B：002   
（外菓なし）  （3S十1R）   （440，310，355，420L／ha）  4回   3日  

圃場C：0．054  

開場D：0．025   

キャベツ   2  30％顆粒水和剤   O，075kgai／ha散布   
4回   

圃場A：64   
（外葉あり）  

3日  
（7セミ）   （355，420L／ha）  

圃場B：0．50   

キャベツ   2  30％顆粒水和剤   0．075kgai／ha散布   
4回   

圃場A■0 32   

（外菓なし）  
3日  

（フセミ）   （355，420L／ha）  
圃場B：0．034   

圃場A  

からしな  
（茎葉）   5  30％顆粒水和剤   0．0671b／acre散布   4回   3日  

圃場E  

圃場A：0．12  

□  

40  

35  

2日                                          01  

円  30％顆粒水和剤    4回                                                 0．423－0．4661bai／acre散布  14  

サマースカッシュ  

（果実）  

34  

13  

28  

3日  圃場J：0．022  

4日  圃場K：〈0．01  

ロ  30％顆粒水和剤   0．5411bai／acre散布   5回   3日  圃場A：〈0．01   
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農作物   
試験圃  試験条件  最大残留量（ppm）  

場数  剤型   使用量・使用方法   回数  経過日数   【インドキサカルプ】  

圃場A  35（4回、5日）  

64  

47  

70  

1，3，5，12日                                            93  

カンタロープ   田   30％顆粒水和剤  88  

（果実）  （3S十1R）   

31  

64  

36  

3日    24  
4日  圃場K  52   

圃場A  31（4回、1日）  

27（4回、1日）  

18  

圃場D：0．028  

きゆうり  
1，3，6，12日                                        圃場E：0．025  

10   30％顆粒水和剤   0．414－0．4631bai／acre散布  4回  
（果実）  （3S＋1R）  圃場F：く0．01  

69  

31  

13  

3日  圃場J  19   

圃場A  
6回   

りんご  30％顆粒水和剤 ＋  0．144－0．245kgai／ha散布  
4  

14日  

（果実）  （3S1R）  8回  

10回  圃場D：0．45   

圃場A：0．27  

西洋なし  3  30％顆粒水和剤 十   0．15－0，20kgai／ha散布   6回   

（果実）  （3S1R）  14日  

圃場C  

圃場A  5  

8  

4  

5  

2  

3  

5日                                                              圃場G：0．07  

おうとう  
7  

16  30％顆粒水和剤 ＋R  0．43′卜0．4671bai／acre散布  4回  
（果実）  （3S1）  9  

5  

6  

2  

12日  圃場N：0．15  

13日  圃場0：0．26  

14日  圃場P：0．32   

圃場  

6日  

ブルーベリー  
13   30％顆粒水和剤 ＋  0．431－0．4591bai／acre散布  4回  

（果実）  （3S1R）  

7日  

－12－   



インドキサカルブ  （別紙2）  農薬名  

0．01（＃），0．03（＃）／0．02，  
0．06／〈0．02，0．03  

【く0．01，0．02（蒙小豆）】  

【0．216，4（n＝12）（米国  
キャベツ（外葉あり））】  

【0．02－0．32（n＝12）（米国  

【0．61－4．7（n＝14）（米国レ  

－13－   



（別紙2）  インドキサカルブ   農薬名  

【米国きゆうり、サマースカッ  

も（プルーンを含む）  
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農薬名  インドキサカルプ  
（別紙2）  

陸棲哺乳類の筋肉   

その他の家きんの脂肪   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙3）  

インドキサカルブ推定摂取量（単位：lJg／人／day）  

食品群   

とうもろナし   

大豆   
0 014  O. Oi 01  ／」、豆類  0 2  

02  01  えんど－  0 2  ●  そら豆  0 2  ●   02  
0 02   0 01  O. Oi O. Oi 0．0   らつかせい                  0．0  

0 02  O. 0i 0 0  その他の豆類  0 2       0 0     0 0  
0 01  ばれいしよ  0 2  

0 05   0 01  さといも類（やつがしらをAむ）  
0 01  かんしよ  0 05  

やまいも（長いも）  0 01  ●  001  
その他のいも類  0 01  ●  001  

0 01  てんさい  0 05  ■ 
0 01  だいナん類（ラデ、、シュをAむ）の根  0 05  
144  だい－ん類（ラディッシュを含む）の菓  5  

14  14  クレソン  14  ●  
0 24  はくさい  何  

キャベツ   12   0 09  
芽キャベツ   12  12  ●  

12  12   12   12   12  ケール  12  ●  
0 02  カリフラワー  0 2  

0 035  0 6  ブロッコリー  0 2  
5 8  3 6  1．2  その他のあぶらな科野菜  12  －  
14  14  チコリ  14  ●  
14  1．4  エンダイブ  14  ●  

19 8  レタス（サラダ菜及びちしやをAむ）  14  3 24  
14  5 6  その他のきく科野菜  14  ●  

3．8  ねぎ（リーキを含む）  2  0 46  
パセリ   14  ●  14  14  

14  5 6  14  セロリ  14  ●  
14  14  その他のせり科野菜  14  ●  

0 5   0135  トマト  
ピーマン   0 34  15  

011  1．7  2．9  なす  0 5  
0．038  0．0   0．0   0．0   0．0   0．0   0．1  そ．呼値野，な：た乱野菜．．……………………………．  0．3  
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（参考）  

これまでの経緯  

「インドキサカルブMP」初回農薬登録  

農林水産省より厚生労働省へ「インドキサカルブ」の農薬登録  

申請に係る連絡（キャベツ、はくさい等）  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

残留基準値の告示  

第1回農薬専門調査会総合評価第二部会  

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について追加要請  

食品安全委員会（要請事項説明）  

第9回農薬専門調査会総合評価第二部会  

第18回農薬専門調査会総合評価第二部会  

第35回農薬専門調査会幹事会  

食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

食品安全委員会（報告）  

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

薬事・食品衛生審議会へ諮問  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成13年 4月26日  
平成17年 7月11日  

平成17年11月 8日  

平成17年11月10日  
平成17年11月29日  

平成18年 6月26日  
平成18年 7月18日  

平成18年 7月20日  
平成19年 3月28日  
平成20年 1月18日  
平成20年 2月15日  
平成20年 2月28日  
平成20年 4月 3日  
平成20年 4月 3日  

平成21年 2月 2日  

平成21年 7月24日  

一18－   



●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

［委員】   

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤 貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教才受  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元独立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害  

防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査プロ  

ジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  
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答申（案）  

インドキサカルプ   

残留基準値  

食品名  
Dロm   

とうもろこし   0．02   

大豆  5  

小豆類  0，2   

えんどう   0．2   

そら豆  0．2   

らつかせい   0．02   

その他の豆類（注1）   0．2   

ばれいしよ   0．2   

さといも類   0．05   

かんしよ   0．05   

やまいも   0．01   

その他のいも類（注2）   0．01   

てんさい   】‾】‾‾【 0．0巨   

だいこん類（ラデ才iジ主を含むyわ板 0．0   

だいこん類（ラディッシュを含む）の菓   5   

クレソン   14   

はくさい   
キャベツ   12   
芽キャベツ   12   

ケール   12   

カリフラワー   0．2   
ブロッコリー   0．2   

その他のあぶらな科野菜（注3）   12   

チコリ   14   

エンダイブ   14   

レタス（サラダ菜及びちしやを含む。）   14   

その他のきく科野菜（注4）   14   

ねぎ   2   

パセリ   14   

セロリ   14   

その他のせり科野菜（注5）   14   

トマト   0．5  

ピーマン   

なす   0．5   

その他のなす科野菜（注6）   0．3   

きゆうり（ガーキンを含む。）   0．2   

かぼちや（スカッシュを含む。）   0．6   

しろうり   0．6   

すいか   0．6   

メロン類果実   0．1   

まくわうり   0．1   

その他のうり科野菜（注7）   0．6   

しようが   0．05   

えだまめ   

りんご   0．5   

日本なし   0．2   

西洋なし   0．2   

マ／レメロ   2   

びわ   2  

ネクタリン   0．9  

あんず（アプリコットを含む）   0．9   

すもも（プルーンを含む）   0，9   

おうとう（チェリーを含む）   0．9   

いちご   
クランベリー   0．9   

ぶどう   2   

綿実   
その他のハーブ（注8）   12   

※今回基準値を設定するインドキサカルプと  
は、S体とR体の和をいうこと。  

（注1）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、  
／J、豆類、えんどう、そら豆、らつかせい及びス／くイ  
ス以外のものをいう。   

（注2）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれ  
いしよ、さといも類、かんしよ、やまいも及びこん  
にやくいも以外のものをいう。  

（注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな  
科野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の  
葉、かぶ類の根、かぶ類の菓、西洋わさび、クレ  
ソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こ  
まつな、きような、チンゲンサイ、カリフラワーブ  
ロッコリー及びハープ以外のものをいう。  

（注4）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のう  
ち、ごぼう、サルシフイー、アーティチョーク、チコ  
リ、エンダイブ、しゆんぎく、レタス及びハープ以  
外のものをいう。  

（注5）「その他のせり科野菜Jとは、せり科野菜の  
うち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、み  
つば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。  

（注6）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜  
のうち，トマト，ピーマン及びなす以外のものをい  

う。  

（注7）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう  
ち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メロン類  
果実及びまくわうり以外のものをいう。  

（注8）「その他のハーブ」とは、ハープのうち、クレ  
ソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及  
びセロリの葉以外のものをいう。   

－20－  



インドキサカルブ（つづき）   

残留基準値  
食品名  

t）Dm   

午の筋肉   
豚の筋肉   

その他の陸棲晴乳類に属する動物（注9）の筋肉  口   
牛の脂肪   
豚の脂肪   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   
牛の肝臓   0．5   

豚の肝臓   0．5   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．5   

牛の腎臓   0．5   

豚の腎臓   0．5   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．5   

牛の食用部分（注10）   

豚の食用部分   0．5   

その他の陸棲噛乳類に属する動物の食用部分  05  
乳   01   
鶏の筋肉   0．01   

その他の家きん（注11）の筋肉   0．01   
鶏の脂肪   0．01   

その他の家きんの脂肪   0．01   
鶏の肝臓   0．01   

その他の家きんの肝臓   0．01   
鶏の腎臓   0．01   

その他の家きんの腎臓   0．01   

鶏の食用部分   0．01   

宣聖坦空室きんの食用部分   0．01   
鶏の卵   0．01   

その他の家きんの卵   0．01   
干しぶどう   5   

（注9）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」と  

は、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚  
以外のものをいう。  

（注10）「食用部分」とは、筋肉、脂肪、肝臓及び  
腎臓以外のものをいう。  

（注11）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏  
以外のものをいう。   
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